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第
三
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

出
島
動
物
ワ
ー
ル
ド

�

山
口
美
由
紀

　

江
戸
時
代
を
通
じ
、
出
島

に
は
多
く
の
人
、
物
、
事
、

情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
な

か
で
も
人
々
の
関
心
が
高
く
、

話
題
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
、

舶
来
の
動
物
た
ち
が
挙
げ
ら

れ
る
。
海
を
渡
っ
て
き
た
動

物
た
ち
は
、
驚
き
を
も
っ
て

迎
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
舶
来

の
経
緯
は
様
々
で
あ
っ
た
。

一
、
舶
来
動
物
の
記
録

　

舶
来
動
物
の
渡
来
年
、
動

物
種
、
数
、
持
渡
船
、
譲
渡

先
等
の
詳
細
が
わ
か
る
資
料

と
し
て
、『
明
治
前
動
物
渡
来

年
表
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本

年
表
に
は
、
古
く
は
中
国
と

の
交
流
に
お
い
て
舶
来
し
た

動
物
た
ち
、
南
蛮
貿
易
時
代

に
も
た
ら
さ
れ
た
大
型
獣
、

江
戸
時
代
に
唐
船
、
阿
蘭
陀

船
が
舶
載
し
た
動
物
た
ち
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
に
長
崎
に
舶
来

し
た
動
物
た
ち
の
姿
が
描
か

れ
た
、
現
存
す
る
絵
図
と
し

て
、『
唐
蘭
船
持
渡
鳥
獣
之
図 

』（
慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
絵
図
は
、 

江
戸
時
代
に
長
崎
代
官
で
、

御
用
物
役
を
務
め
た
代
々
の

高
木
作
右
衛
門
が
作
ら
せ
た 

も
の
で
あ
る
。高
木
家
は
、長

崎
に
渡
来
し
た
外
国
の
産
物

を
幕
府
に
伝
え
る
役
目
を
命 

じ
ら
れ
、
描
い
た
鳥
獣
の
絵 

の
一
枚
を
控
え
と
し
て
保
存
、 

そ
の
う
ち
寛
保
年
間
（
一
七 

四
一
～
四
三
）
か
ら
嘉
永
年

間（
一
八
四
八
～
五
三
）ま
で

の
分
が
六
巻
の
巻
物
と
し
て

同
家
に
残
さ
れ
た
。
明
治
二 

〇
年（
一
八
八
七
）に
折
帖
に

改
装
さ
れ
、
高
木
家
か
ら
松

永
安
左
衛
門
の
手
に
渡
り
、

昭
和
三
二
年（
一
九
五
七
）に

慶
応
義
塾
図
書
館
に
寄
贈
さ

れ
た
。

　

絵
図
は「
鳥
之
図
」、「
獣
類

之
図
」、「
馬
之
図
」、「
犬
之

図
」に
分
か
れ
総
計
二
二
五

図
。
来
航
年
、
持
渡
船
、
蘭

語
の
名
前
、
雌
雄
、
年
齢
、

出
身
国
、
大
き
さ
や
各
部
の

寸
法
が
記
さ
れ
、
頭
か
ら
尻

尾
ま
で
、
さ
ら
に
は
ヒ
ゲ
の

有
無
ま
で
詳
細
に
描
か
れ
て

い
る
。
彩
色
が
あ
り
、
保
存

状
態
は
良
好
で
、
動
物
学
的

に
正
確
な
写
生
で
、
た
い
へ

ん
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

二
、
献
上
と
見
世
物

　

舶
来
し
た
動
物
の
中
で
も
、

ゾ
ウ
や
ラ
ク
ダ
等
の
大
型
獣

は
、
当
初
は
将
軍
へ
の
献
上

品
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

大
型
の
動
物
は
飼
育
が
大

変
な
た
め
、
結
果
と
し
て
ほ

と
ん
ど
の
珍
獣
た
ち
が
、
見

世
物
小
屋
へ
引
き
取
ら
れ
て

い
る
例
が
多
い
。
馬
や
犬
も
、

将
軍
家
が
所
望
す
る
こ
と
が

多
く
、
体
躯
が
大
き
い
ペ
ル

シ
ャ
馬
や
ア
ラ
ビ
ア
馬
や
、

猟
犬
な
ど
の
大
型
の
犬
種
が

献
上
品
と
し
て
好
ま
れ
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
は
、
江

戸
参
府
に
赴
く
際
に
、
た
く

さ
ん
の
献
上
品
を
持
参
す
る

の
が
習
わ
し
と
な
っ
て
い
て
、

そ
の
中
に
は
生
き
た
動
物
や

剥
製
が
含
ま
れ
て
い
た
。
外

来
種
の
牛
、
馬
、
犬
な
ど
の

ほ
か
、
ヒ
ク
イ
ド
リ
や
イ
ン

コ
な
ど
も
献
上
さ
れ
た
。

　

舶
来
し
た
動
物
た
ち
が
御

用
無
し
と
な
っ
た
場
合
、
そ

の
引
き
取
り
先
と
な
る
の
が
、

見
世
物
小
屋
と
そ
の
興
行
主

で
あ
っ
た
。

　

江
戸
で
は
、
浅
草
や
両
国

に
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
見

世
物
小
屋
が
つ
く
ら
れ
た
。　
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大
き
な
作
り
物
や
芝
居
、

曲
芸
な
ど
、
大
掛
か
り
な
興

行
は
大
人
気
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
の
一
つ
に
珍
獣
の
見

世
物
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、

今
で
い
う
チ
ラ
シ
や
ブ
ロ
マ

イ
ド
の
よ
う
な
引
札
を
製
作
、

販
売
す
る
係
や
宣
伝
上
手
、

盛
り
上
げ
上
手
な
口
上
を
披

露
す
る
係
も
い
て
、
見
世
物

を
引
き
立
て
た
。

　

見
世
物
興
行
は
、
日
本
各

地
で
行
わ
れ
、
た
い
へ
ん
な

人
気
を
博
し
た
動
物
も
知
ら 

れ
て
い
る
。文
政
四
年（
一
八 

二
一
）に
渡
来
し
た
雌
雄
の

ラ
ク
ダ
は
、
日
本
各
地
を
巡

行
し
、
大
き
な
話
題
と
な
っ

た
。
文
政
六
年（
一
八
二
三
）

大
坂
、
京
都
に
始
ま
り
、
文

政
七
年
に
江
戸
、
文
政
九
年

に
名
古
屋
へ
。
版
画
や
引
札

等
か
ら
、
そ
の
熱
狂
ぶ
り
が 

う
か
が
え
る
が
、
見
物
す
る

と
病
気
が
治
る
、
ご
利
益
が

あ
る
、
と
い
う
伝
聞
が
広
ま 

っ
た
。

　

寛
政
元
年（
一
七
八
九
）に

長
崎
に
渡
来
し
た
ヒ
ク
イ
ド

リ
は
、
銀
二
〇
匁（
約
二
両
）

で
販
売
さ
れ
、
翌
二
年
に
大

坂
で
、
三
年
に
江
戸
で
駝
鳥

と
し
て
興
行
さ
れ
た
。　

　

当
時
の
引
札
に
は
、
こ
の 

鳥
の
羽
が「
疱
瘡
麻
疹
疫
疹

の
ま
じ
な
い
」に
な
る
と
さ

れ
、
ヒ
ク
イ
ド
リ
を
見
て
、

羽
に
ふ
れ
る
と
悪
病
除
け
に

な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

疱
瘡（
天
然
痘
）は
、
治
療
が

難
し
い
伝
染
病
で
あ
っ
た
。

単
に
珍
し
い
動
物
を
鑑
賞
す

る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
価

値
が
付
加
さ
れ
、
人
気
の
見

世
物
と
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。

　

身
分
の
高
い
武
士
や
豪
商

た
ち
が
取
引
に
よ
っ
て
入
手

し
た
動
物
に
は
、
鳥
が
多
か 

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

オ
ウ
ム
や
イ
ン
コ
は
日
本
で

も
人
気
が
高
く
、
と
く
に
赤
、

青
、
黄
、
緑
と
カ
ラ
フ
ル
な

鳥
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
船
、
中

国
船
で
も
た
ら
さ
れ
た
。

三
、
蘭
館
図
の
動
物
た
ち

　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
内
部
が

描
か
れ
た『
蘭
館
絵
巻
』に
は
、

建
物
や
人
々
と
と
も
に
、
ウ

シ
、
ブ
タ
、
イ
ヌ
、
ヤ
ギ
、

カ
モ
、
ニ
ワ
ト
リ
等
、
多
く

の
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
。　

　

出
島
で
は
、
東
側
に
庭
園

や
菜
園
が
作
ら
れ
、
そ
の
片

隅
に
、
牛
小
屋
や
豚
小
屋
が

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
動
物
た

ち
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
食

用
で
、
実
際
に
食
べ
ら
れ
て

廃
棄
さ
れ
た
動
物
の
骨
が
、

発
掘
調
査
で
出
土
し
て
い
る
。

　

出
土
数
が
多
い
種
類
は
、

ウ
シ
、
ブ
タ
、
シ
カ
、
カ
モ
、

ニ
ワ
ト
リ
で
あ
る
。
こ
の
ほ

か
、
イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
、
商

館
に
て
愛
玩
動
物
と
し
て
飼

育
さ
れ
て
い
た
動
物
の
骨
も

見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
出
島
に
お
い

て
、
人
と
動
物
の
つ
な
が
り

は
深
く
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
伝
え
ら
れ
る
。
動
物
た

ち
の
渡
来
の
背
景
や
経
緯
を

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

深
く
命
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
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出
島
舶
来
染
織

�

和
田　

奈
緒

　

舶
来
染
織
品
と
は
、
外
国

か
ら
船
で
日
本
に
運
ば
れ
た

染
め
物
や
織
物
の
総
称
で
あ

る
。
江
戸
時
代
以
前
は
中
国

や
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン

な
ど
か
ら
輸
入
さ
れ
た
が
、

江
戸
時
代
の
出
島
に
は
オ
ラ

ン
ダ
を
通
し
て
世
界
各
国
の

染
織
品
が
輸
入
さ
れ
た
。

　

出
島
を
拠
点
に
国
内
に
流

通
し
た
舶
来
の
染
織
品
は
、

衣
服
や
小
物
に
仕
立
て
ら
れ

た
だ
け
で
な
く
、
端
切
れ
ま

で
も
が
収
集
の
対
象
と
な
り
、

様
々
な
形
で
愛
好
さ
れ
、
さ

ら
に
日
本
各
地
で
模
倣
品
が

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
、
出
島
で
の
取
引

　

オ
ラ
ン
ダ
船
の
輸
入
品
は
、

各
種
の
手
続
き
を
経
た
後
、

長
崎
の
地
役
人
で
あ
る
目
利

に
よ
っ
て
鑑
定
・
評
価
さ
れ
、

国
内
市
場
に
も
た
ら
さ
れ
た

が
、
輸
入
反
物
に
関
し
て
は
、

反
物
目
利
と
呼
ば
れ
る
地
役

人
に
よ
っ
て
鑑
定
・
評
価
さ

れ
た
。

　

染
織
品
は
、
将
軍
や
幕
府

高
官
、
長
崎
奉
行
や
長
崎
代

官
、
長
崎
地
役
人
な
ど
か
ら

注
文
さ
れ
た
品
物（
誂
物
）と

し
て
も
輸
入
さ
れ
、
注
文
の

際
は
、
数
量
や
寸
法
、
色
、

意
匠
な
ど
を
指
定
し
た
リ
ス

ト
が
作
成
さ
れ
た
。

　

リ
ス
ト
は
通
常
文
字
の
み

で
記
さ
れ
た
が
、
中
に
は
写

１（「
１
８
１
４
年
注
文
書
」

オ
ラ
ン
ダ
国
立
中
央
文
書
館

所
蔵
Ｎ
Ｆ
Ｊ
１
４
０
９
）の

よ
う
に
、
見
本
の
端
切
れ
が

添
付
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

写１

二
、
舶
来
染
織
品
の
種
類

　

様
々
な
種
類
の
染
織
品
が

輸
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
か

ら
数
例
紹
介
す
る
。

（
一
）絹
織
物

　

海
黄（
か
い
き
）は
、
細
い

経
糸
と
太
い
平
糸
の
緯
糸
を

用
い
て
平
織
り
に
し
た
薄
く

て
丈
夫
な
絹
織
物
。
各
種
色

系
で
縦
縞
を
織
り
出
し
た
「

嶋
海
黄
」、赤
・
黄
・
浅
黄
な

ど
各
種
色
物
の「
色
海
黄
」が 

あ
る
。
ま
た
、「
し
ゆ
り
し
や

嶋
」「
し
ゆ
く
た
す
嶋
」「
た
あ

れ
す
嶋
」と
呼
ば
れ
る
縞
模

様
、
格
子
模
様
の
織
物
も
、

海
黄
と
同
じ
糸
使
い
で
作
ら

長崎阿蘭陀出島之図『漢洋長崎居留図巻』
長崎歴史文化博物館蔵
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特
別
寄
稿

船
津
町
の
二
つ
の
川
船
図

�

原
田　

博
二

一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
〇
一
年
二
月
、
オ
ラ

ン
ダ
に
出
張
中
の
筆
者
は
、

ヒ
ル
バ
ー
サ
ン
市
郊
外
の
シ 

ー
プ
ス
タ
イ
ン
城
博
物
館
に

川
原
慶
賀
の
作
品
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
と
の
情
報
を
得
、

早
速
、
調
査
を
行
っ
た
。

写１ シープスタイン城　博物館

　

同
博
物
館（
写
１
）は
、
故

シ
ー
プ
ス
タ
イ
ン
氏
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
展
示
す
る
個
人

の
博
物
館
で
、
慶
賀
の
作
品

は
一
六
点
が
確
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
つ
が「
船
津
町
川

船
図
」（
写
２
・
以
下
、「
シ
ー

プ
ス
タ
イ
ン
本
」と
記
述
）で
、

慶
賀
の
最
高
傑
作
の
一
つ
と

称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

川
越
唐
桟
な
ど
、
国
内
で
模

造
品
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
国
産
品
の
中
に

は
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
、
地

域
の
伝
統
工
芸
品
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

舶
来
染
織
品
は
、
江
戸
時

代
の
日
本
の
人
々
の
暮
ら
し

を
華
や
か
に
彩
っ
た
だ
け
で

な
く
、
舶
来
染
織
品
に
用
い

ら
れ
た
染
織
の
技
術
が
吸
収

さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
の
染

織
品
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
こ

と
に
寄
与
し
た
。

　

本
稿
は
、
石
田
千
尋
鶴
見 

大
学
名
誉
教
授
の
監
修
の
も 

と
に
開
催
し
た
企
画
展
（「 

Im
ported Cloths 

―
舶
来

染
織
に
あ
こ
が
れ
て
―
」・

令
和
六
年
八
月
三
日
～
九
月

二
十
三
日
）の
内
容
等
を
参

考
に
新
た
に
作
成
し
た
も
の

で
す
。

れ
た
絹
織
物
で
あ
る
。

（
二
）毛
織
物　

　

羅
紗（
ら
し
ゃ
）は
、
保
温 

・
保
湿
性
が
高
く
、
耐
火
性

に
も
優
れ
た
毛
織
物
で
、
羊

毛
を
密
に
織
っ
た
も
の
を
水

な
ど
に
浸
し
、
も
み
縮
ま
せ

た
後
、
織
の
組
織
が
分
か
ら

な
い
ほ
ど
毛
羽
立
た
せ
て
作

ら
れ
る
。
特
に
緋
色
の
大
羅

紗
は
猩
々
緋
と
呼
ば
れ
た
。

　

当
時
の
日
本
に
と
っ
て
毛

織
物
は
貴
重
な
輸
入
品
と
し

て
珍
重
さ
れ
た
が
、
オ
ラ
ン

ダ
側
か
ら
す
る
と
、
本
国
で

生
産
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

温
暖
な
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
の
国
々
で
は
好
ま
れ

ず
、
市
場
を
持
て
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
日
本
貿
易
で
の

取
り
扱
い
や
、
江
戸
参
府
で

の
献
上
品
に
も
っ
て
こ
い
の

織
物
で
あ
っ
た
。

（
三
）綿
織
物

　

更
紗（
さ
ら
さ
）は
、
花
鳥

や
人
物
、
幾
何
学
模
様
な
ど

を
木
綿
布
に
染
め
た
色
鮮
や

か
な
綿
織
物
で
、
江
戸
時
代

の
中
期
頃
ま
で
は
イ
ン
ド
産

の
も
の
が
輸
入
さ
れ
た
が
、

一
九
世
紀
に
入
る
と
、
次
第

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
も
の
が

多
く
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な 

っ
た
。
一
九
世
紀
の
日
本
国 

内
で
は
イ
ン
ド
更
紗（
写
２
） 

よ
り
、生
地
が
密
で
、際
立
っ

て
鮮
や
か
で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ 

ッ
パ
更
紗（
写
３
）が
高
値
で

取
引
さ
れ
た
。

写
２

写
３

長崎市所蔵

　

奥
嶋（
お
く
し
ま
）・
唐
桟

（
と
う
ざ
ん
）は
、
経
糸
緯

糸
を
そ
れ
ぞ
れ
二
本
ず
つ
と

り
、
密
に
織
り
あ
げ
て
作
ら

れ
た
縞
模
様
の
綿
織
物
で
あ

る
。
使
用
さ
れ
る
綿
糸
は
、

国
産
の
物
に
比
べ
非
常
に
細

く
、
綿
織
物
で
あ
り
な
が
ら
、

絹
織
物
の
よ
う
な
繊
細
さ
や

柔
ら
か
さ
を
持
っ
て
い
た
。写４　唐桟（復元品）　長崎市所蔵

三
、
舶
来
染
織
品
を
愛
好

　

薄
く
て
丈
夫
な
海
黄
は
着

物
や
羽
織
、
裃
、
袴
な
ど
の

裏
地
と
し
て
、
耐
火
性
に
優

れ
た
羅
紗
は
火
事
装
束
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
染
織
品
が

持
つ
特
徴
に
応
じ
、
様
々
な

衣
服
に
仕
立
て
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
衣
類
以
外
に
も
、

帯
や
鼻
緒
、
煙
草
入
れ
、
茶

器
の
仕
覆
、袋
物
な
ど
、人
々

は
、
舶
来
染
織
品
を
様
々
な

形
に
仕
立
て
持
ち
歩
い
た
。

　

小
さ
く
な
っ
た
裂
（
き
れ 

）も
、
鑑
賞
を
目
的
に
台
紙

な
ど
に
貼
り
付
け
収
集
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は「
裂
帖（
き
れ

ち
ょ
う
）」や「
手
鑑（
て
か
が

み
）」と
呼
ば
れ
る
。

　

ま
た
、
舶
来
染
織
品
を
理

解
し
、
技
術
を
取
り
入
れ
よ

う
と
す
る
動
き
も
生
ま
れ
る
。 

安
永
か
ら
天
明
年
間
（
一
七 

七
二
～
一
七
八
九
）に
は
、更 

紗
を
詳
細
に
解
説
し
た
『
更

紗
便
覧
』や『
更
紗
図
譜
』な

ど
の
書
籍
が
出
版
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
に
は
、
過
去
に
輸

入
さ
れ
た
更
紗
の
模
様
の
紹

介
や
、
染
め
方
な

ど
が
掲
載
さ
れ
、

当
時
の
人
々
の
舶

来
染
織
品
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か

が
え
る
。

　

舶
来
染
織
品
は
、

江
戸
時
代
の
初
め

頃
は
高
価
で
、
富

裕
層
が
手
に
す
る

も
の
で
あ
っ
た
が
、

徐
々
に
社
会
に
浸

透
し
、
和
更
紗
や

写５　裂帖「唐倭古織裂集」（九州国立博物館所蔵）
出典：ColBase（https://colbase.nich.go.jp/）
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し
か
し
、
二
〇
一
四
年
、

再
調
査
の
た
め
同
博
物
館
を

訪
れ
た
と
こ
ろ
、
シ
ー
プ
ス

タ
イ
ン
本
は
、
盗
難
に
遭
っ

た
と
か
で
、
所
在
不
明
と
の

こ
と
、
同
本
は
、
幻
の
絵
画

と
な
っ
た
。

　

時
は
流
れ
た
二
〇
二
三
年

一
〇
月
、
長
崎
を
訪
れ
て
い

た
オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
国

立
世
界
博
物
館
の
学
芸
員
（ 

博
士
）ダ
ン
・
コ
ッ
ク
氏
よ

り
最
近
、
同
世
界
博
物
館
が

購
入
し
た
慶
賀
の
作
品
の
写

真（
写
３
・
以
下
、「
ラ
イ
デ

ン
本
」と
記
述
）を
見
せ
ら
れ
、

思
わ
ず
息
を
呑
ん
だ
。

　

そ
こ
に
は
幻
の
シ
ー
プ
ス

タ
イ
ン
本
と
瓜
二
つ
の
川
船

図
が
写
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。

二
、
船
津
町
川
船
図

　

シ
ー
プ
ス
タ
イ
ン
本
も
ラ

イ
デ
ン
本
も
、
タ
イ
ト
ル
や

川
原
慶
賀
の
款
記
等
は
な
い

が
、
川
原
慶
賀
の
、
い
わ
ゆ

る
慶
賀
工
房
の
作
品
で
、
画

面
右
側
に
諏
訪
神
社
の
梶
の

葉
の
神
紋
を
染
め
抜
い
た
日

覆
い
の
幕
か
ら
く
ん
ち
の
、

そ
れ
も
御
旅
所
で
の
二
人
の

踊
子
が
舞
台
の
上
で
布
晒
し

を
奉
納
す
る
様
子
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
奥
に
は
傘
鉾

（
写
４
）が
見
え
る
が
、
飾

（
だ
し
）は
、
芦
の
間
を
白
帆

が
進
む
芦
分
船
、
垂（
幕
）は

猩
々
緋
に
水
車
と
水
鳥
の
模

様
で
あ
る
の
で
、
こ
の
傘
鉾

は
、
船
津
町
の
傘
鉾
で
あ
る
。

写４ 船津町傘鉾図（部分）

　

船
津
町
は
、
昭
和
三
八
年

（
一
九
六
三
）に
分
割
さ
れ
、

五
島
町
、金
屋
町
、恵
比
須
町

の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
と
な
っ
た

が
、
か
つ
て
は
長
崎
の
魚
市

場
と
し
て
賑
わ
っ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
画
面
の
傘
鉾
で

あ
る
が
、傘
鉾
の
後（
う
し
ろ 

）を
見
せ
て
待
機
し
て
い
る
。

　

こ
の
傘
鉾
が
前（
正
面
）を 

向
け
て
待
機
し
て
い
れ
ば
、

日
に
ち
は
一
一
日（
あ
と
び
）

で
あ
る
が
、
後
を
見
せ
て
待

機
し
て
い
る
の
で
、
日
に
ち

は
九
日（
ま
え
び
）で
、
布
晒

し
は
、
船
津
町
の
奉
納
踊
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
奉
納
踊
は
、

画
面
左
側
に
網
打
ち
船
頭
が

見
え
る
の
で
、
川
船
で
あ
る

が
、
船
津
町
の
川
船
は
「
お

ど
り
船
」と
も
呼
ば
れ
た
。

　

と
い
う
の
は
、
船
津
町
に

は
「
諏
訪
の
お
庭
に
船
ひ
き

あ
げ
て
、
屋
形
ひ
ら
い
て
踊

を
あ
ぐ
る（
略
）」と
い
う
船

唄
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
川
船

の
屋
根
を
開
く
と
舞
台
に
早

変
わ
り
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
屋
根
の
内
側
四

か
所
に
蝶
番（
写
５
）が
あ

り
、
開
閉
で
き
る
よ
う
に
な 

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
シ
ー

プ
ス
タ
イ
ン
本
に
は
こ
の
蝶

番
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
ラ

イ
デ
ン
本
に
は
描
か
れ
て
い

な
い
。

　

ま
た
「
諏
訪
の
お
庭
に
船

ひ
き
あ
げ
て
」
と
あ
る
よ
う

に
長
坂
下
の
踊
馬
場
で
の
奉

納
の
際
に
は
船
を
抱
え
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
船
は
軽
く
造
ら

れ
て
い
た
。

　
三
、
ど
ち
ら
が
原
本
か

　

シ
ー
プ
ス
タ
イ
ン
本
と
ラ

イ
デ
ン
本
は
、
ど
ち
ら
も
緻

密
に
描
か
れ
て
い
て
、
甲
乙

つ
け
が
た
い
。

　

特
に
奉
納
踊
を
見
物
す
る

人
た
ち
や
船
津
町
の
関
係
者

の
数
は
、
筆
者
が
数
え
た
と

こ
ろ
シ
ー
プ
ス
タ
イ
ン
本
が

二
四
四
人
、
ラ
イ
デ
ン
本
が

二
三
二
人
、
ど
の
顔
も
嬉
々

と
し
た
表
情
に
溢
れ
て
い
て
、

一
人
と
し
て
手
抜
き
は
見
ら

れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
ど
ち
ら
も
素

晴
ら
し
い
作
品
で
あ
る
が
、

シ
ー
プ
ス
タ
イ
ン
本
の
御
旅

所
に
掛
か
る
提
灯（
写
６
）に

は「
文
政
十
一
年
子
六
月
吉

日
」と
墨
書
さ
れ
て
い
る（
○

印
）。

　

こ
の
墨
書
か
ら
シ
ー
プ
ス

タ
イ
ン
本
が
文
政
一
一
年（
一 

八
二
八
）
の
九
月
か
そ
れ
以

後
の
制
作
と
、
制
作
年
の
目

安
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

シ
ー
プ
ス
タ
イ
ン
本
は
、
極

め
て
重
要
で
あ
る
。

写６ 提灯

四
、
結
語

　

船
津
町
の
川
船
図
は
、
シ 

ー
プ
ス
タ
イ
ン
本
と
ラ
イ
デ

ン
本
、
ど
ち
ら
が
原
本
か
に

つ
い
て
は
、
シ
ー
プ
ス
タ
イ

ン
本
の
提
灯
の
「
文
政
十
一

年
子
六
月
吉
日
」の
墨
書
は
、

前
述
の
よ
う
に
同
本
の
制
作

年
の
目
安
と
な
る
極
め
て
重

要
な
情
報
で
あ
る
が
、
ラ
イ

デ
ン
本
の
慶
賀
？
は
、
そ
の

重
要
性
を
認
識
し
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
は
舞
台
の
蝶
番
に

し
て
も
舞
台
に
す
る
に
は
蝶

番
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
が
、

ラ
イ
デ
ン
本
の
慶
賀
？
は
、

こ
れ
ま
た
四
本
の
黒
い
線
の

意
味
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

原
本
あ
れ
ば
、
絶
対
に
あ
り

得
な
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、

シ
ー
プ
ス
タ
イ
ン
本
が
原
本

も
し
く
は
原
本
に
最
も
近
い

も
の
と
考
え
る
。

写３ 船津町川船図
（画像データはダン・コック氏提供）

写２ 船津町川船図
（画像データは筆者所有）

写５ 船津町川船図（部分）


